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［
特
集
］

❶今年実ってこうべを
垂れるたえびの産ヒノ
ヒカリ❷今年も真幸棚
田で稲刈り交流会が行
われました❸真幸棚田
稲刈り交流会で親子で
稲を刈る参加者❹真幸
棚田稲刈り交流会に参
加した子どもたちは、
稲刈り機にも挑戦。

❶❷

❸

❹

黄
金
色
に
輝
く
え
び
の
の
大
地
。

え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
で
す
。

清
ら
か
な
川
内
川
の
水
と

肥
よ
く
な
土
壌
で
育
っ
た

え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
、

県
内
最
高
峰
と
言
わ
れ
、

県
内
外
で
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
の
喜
び
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

［特集］

今年もおいしい
えびの産ヒノヒカリ 今

年
も
お
い
し
い

え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

今
年
、
市
内
で
作
付
け
さ
れ
た
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
は
、
約
１
，
３
４
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
。６
月
中
旬
に
田
植
え
が
始
ま
り
、

毎
年
心
配
さ
れ
る
台
風
の
直
撃
も
な
く
、

順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。10
月
中
旬
に
は
、

市
内
一
斉
に
稲
刈
り
が
始
ま
り
、
約
７
，

２
０
０
ト
ン
（
市
畜
産
農
林
課
調
べ
）
の

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
県
内
最
高
峰
の
米
」
と
知
ら
れ
て
い

る
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
、
地
産
地
消

と
し
て
、
宮
崎
県
内
を
中
心
に
食
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
一
部
で
は
、
北
海
道
や
沖

縄
県
な
ど
、県
外
で
も
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

棚
田
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
真
幸
棚
田

で
は
、
今
年
も
10
月
26
日
に
稲
刈
り
交
流

会
が
行
わ
れ
（
下
写
真
❷
❸
❹
）、
親
子

連
れ
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
日
刈
っ
た
の
は
、
６
月
29
日
の
田
植
え

交
流
会
で
植
え
ら
れ
た
熊
本
藤
雄
さ
ん

（
西
内
竪
区
）
が
所
有
す
る
棚
田
10
㌃
。

参
加
者
は
、
棚
田
を
見
守
っ
て
き
た
田
の

神
さ
あ
に
豊
作
の
感
謝
を
込
め
て
神
事
を

行
っ
た
後
、
地
元
農
家
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
稲
を
刈
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
田
植
え
、
稲
刈
り
交
流
会
に
夫

婦
で
参
加
し
て
い
る
河
野
康
久
さ
ん
、
す

み
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
宮
崎
市
）
は
、「
こ

こ
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
風
景
が
と
て
も

い
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
い
い
経
験

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎

年
、
こ
こ
で
と
れ
た
米
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
え
び
の
米
は
と
て
も
う
ま
い
で

す
。
新
米
を
食
べ
る
の
が
待
ち
遠
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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新
嘗
祭
は
、
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝

の
日
）
に
、
天
皇
が
そ
の
年
に
収

穫
さ
れ
た
五
穀
の
新
穀
を
、
天
照
大
神
を

は
じ
め
と
す
る
天
地
の
神
に
供
え
、ま
た
、

天
皇
自
ら
も
こ
れ
を
食
し
て
、
そ
の
年
の

収
穫
に
感
謝
す
る
祭
儀
で
す
。
新
嘗
祭
に

は
、
各
県
か
ら
米
一
升
と
ア
ワ
五
合
が
献

上
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
新
嘗
祭
に
、
黒
川
俊
一
さ
ん
、

ユ
リ
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
下
大
河
平
区
）
が

生
産
し
た
米
、
ア
ワ
が
献
上
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
西
諸
県
農
林

振
興
局
が
市
に
生
産
者
の
選
出
を
依
頼

し
、
昨
年
、
市
と
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
が
行
っ

た「
第
３
回
え
び
の
市
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
黒
川
さ
ん

が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
５
月
ご
ろ
、
市
と
Ｊ
Ａ
え
び
の

市
が
献
上
米
の
作
付
け
を
黒
川
さ
ん
に
依

頼
。
黒
川
さ
ん
は
、「
当
時
は
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
運
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
本
格
的
に
献
上
米
作
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新に

い

な

め

さ

い

嘗
祭
に

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
献
上

黒川俊一さん・ユリ子さん　ご夫妻

作
付
け
し
た
米
の
品
種
は
、
も
ち
ろ

ん
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
。
黒
川

さ
ん
が
所
有
す
る
94
㌃
の
田
の
う
ち
、
17

㌃
を
新
嘗
祭
献
上
米
栽
培
圃ほ

場
と
し
て
作

付
け
ま
し
た
。
自
宅
で
飼
育
し
て
い
る
和

牛
の
た
い
肥
を
多
め
に
使
っ
て
、
ま
ず
は

土
づ
く
り
か
ら
こ
だ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

ち
ょ
う
ど
名
古
屋
か
ら
帰
っ
て
き
て
い
た

親
せ
き
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
６
月
21

日
に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。「
山
間
部

の
た
め
、
ウ
サ
ギ
や
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な

ど
の
野
生
動
物
か
ら
稲
を
守
る
た
め
の
対

策
が
大
変
で
し
た
」
と
黒
川
さ
ん
。
野
生

動
物
か
ら
稲
を
守
る
た
め
に
、
防
護
柵
で

田
を
囲
ん
で
育
て
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
、
稲
が
成
長
す
る
時
期
に
高
温

が
続
い
た
の
で
、
例
年
よ
り
丈
が
高
く
な

り
、
ま
た
、
収
穫
期
に
は
雨
が
続
い
た
の

で
半
倒
伏
す
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、

稲
は
順
調
に
成
長
。10
月
９
日
に
、県
、市
、

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
の
担
当
者
が
３
０
０
株
を

刈
り
取
り
、
一
粒
一
粒
吟
味
し
な
が
ら
献

上
米
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

黒
川
さ
ん
は
、「
自
信
を
持
っ
て
献
上

で
き
る
米
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
き

れ
い
な
川
内
川
の
水
と
土
壌
の
お
か
げ
で

す
」
と
自
信
満
々
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ

献
納
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

献
納
式
は
、
10
月
29
日
に
皇
居
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
桐
の
箱
に
詰
め
ら
れ
た
え
び

の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
と
ア
ワ
を
手
に
、
宮
﨑

市
長
同
行
の
も
と
献
納
式
を
迎
え
た
黒
川

さ
ん
ご
夫
妻
は
、「
天
皇
皇
后
両
陛
下
を

あ
ん
な
に
近
く
で
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
光
栄
で
す
。
両
陛
下
の
『
こ

こ
に
来
ら
れ
た
の
も
、
家
族
や
友
人
、
関

係
者
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
』

と
い
う
お
言
葉
に
、
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
成
５
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
働
い
て
い
た

職
場
を
夫
婦
一
緒
に
退
職
し
、
本
格
的
に

米
作
り
と
和
牛
繁
殖
に
取
り
組
み
始
め
た

黒
川
さ
ん
ご
夫
妻
。
毎
年
、
そ
の
年
の
天

候
に
よ
っ
て
で
き
が
違
い
、
同
じ
よ
う
に

作
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
う
ま
く
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
黒
川
さ

ん
は
、「
毎
年
毎
年
、勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

先
祖
代
々
か
ら
の
土
地
、川
内
川
の
清
流
、

緑
を
守
っ
て
い
く
農
業
を
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
楽
し
み
な
が
ら
農
業
の
道
を
極

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の

農
業
に
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

写真上）献納式前の黒川さんご夫妻と
市長。手には桐の箱に詰められたえび
の産ヒノヒカリ一升とアワ五合。
写真中）新嘗祭献上米栽培圃場で「自
信を持って献上できる米ができた」と
黒川さん。
写真下）黒川さんご夫妻が生産した新
米のえびの産ヒノヒカリ。

［特集］

今年もおいしい
えびの産ヒノヒカリ

い
い
土
壌
と
川
内
川
最
上
流
の
清
ら
か
な
水
、
そ
し
て
米
作
り
に
か
け
る
情
熱
。

こ
の
三
者
が
そ
ろ
っ
て
で
き
た
米
は
県
内
最
高
峰
を
誇
る
。

広報えびの　4
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真
幸
小
学
校
の
５
年
生
が
、
10
月
24

日
、
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
な
ど
、

え
び
の
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
校
の
目
指
す

「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
」
の
一
環
と
し

て
、
真
幸
地
区
ふ
れ
あ
い
女
性
学
級
（
宮

路
和
子
学
級
長
）
の
学
級
生
を
講
師
に
招

い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、

調
理
実
習
と
同
時
に
、
同
学
級
生
に
よ
る

授
業
参
観
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
児
童
た
ち
が
挑
戦
し
た
郷
土

料
理
は
、『
ま
ぜ
ご
飯
』、『
か
し
わ
と
ゴ

ボ
ウ
の
お
吸
い
物
』、『
よ
ご
し（
白
和
え
）』

の
３
品
。
材
料
は
す
べ
て
え
び
の
産
の
食

材
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
同
学
級
生
に
包
丁
の
使

い
方
や
混
ぜ
方
の
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら

調
理
に
挑
戦
。
み
ん
な
と
て
も
楽
し
そ
う

に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
学
級
生

の
皆
さ
ん
も
、
ま
る
で
孫
に
教
え
る
か
の

よ
う
に
や
さ
し
く
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

郷
土
料
理
が
完
成
す
る
と
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
食
事
。
児
童
た
ち
は
「
み
ん
な
で

作
っ
た
郷
土
料
理
は
す
ご
く
お
い
し
い
。

家
で
も
親
に
話
し
て
作
っ
て
も
ら
お
う
」

と
大
満
足
。
同
学
級
の
宮
路
和
子
学
級
長

も
「
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
素
直
で
か
わ

い
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ

ん
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

市
内
の
学
校
給
食
で
１
０
０
％
使
わ
れ

て
い
る
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
。
え
び
の

の
子
ど
も
た
ち
も
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

が
大
好
き
で
す
。
で
す
か
ら
、
う
ま
い
米

を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
元
気
な

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
お
い
し
く
で
き
た
え
び
の
産
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
。
肥
よ
く
な
え
び
の
の
大
地
、

川
内
川
を
は
じ
め
と
す
る
清
ら
か
な
水
、

情
熱
を
持
っ
て
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
農
家

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
風
雨
に
耐
え
て
田
を

見
守
り
続
け
て
き
た
田
の
神
さ
あ
に
、
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。　
　
（
特
集
終
わ
り
）

え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た

炊きあがったまぜご飯に子どもたちもくぎ付け。今にも手が出ちゃいそう。やっぱりえびの産ヒノヒカリを使ったまぜご飯はすごくおいしいよ。

だしの味はどうかな。僕が味見してみるね。 もうがまんできない。ちょっとだけつまみ食い。 できあがってみんなで食事。おばちゃん、
すごくおいしい郷土料理ができたね。

❶
み
ん
な
協
力
し
て
作
っ
て
ね
❷
包
丁
の
扱
い
に
は
気
を

付
け
て
❸
お
ば
ち
ゃ
ん
、
味
は
ど
う
で
す
か
❹
児
童
た
ち

が
作
っ
た
ま
ぜ
ご
飯
と
よ
ご
し
（
白
和
え
）
と
お
吸
い
物

❶❷

❸

❹

［特集］

今年もおいしい
えびの産ヒノヒカリ

郷
土
料
理
に
挑
戦
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◎水道業務量
（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日）

給水戸数・・・・・・・・・・・　8,568 戸
給水人口・・・・・・・・・・・20,066 人
上半期給水量・・・・・・・　1,037,974 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,672 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　282.7 ㍑
普及率・・・・・・・・・・・・・　80.3％

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 399,684,000 197,266,784 197,266,784 49.4

営業収益 397,942,000 195,230,713 195,230,713 49.1

営業外収益 1,739,000 1,977,586 1,977,586 113.7

特別利益 3,000 58,485 58,485 1,949.5
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、預金利息、雑収益など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 321,138,000 137,780,039 137,780,039 42.9

営業費用 279,921,000 121,014,588 121,014,588 43.2

営業外費用 40,714,000 16,761,951 16,761,951 41.2

特別損失 3,000 3,500 3,500 116.7

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：円］

支出の営業費用は、浄水費、配水費、給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高　８億 6,225 万円
■お問い合わせ先：市水道課経営管理係
☎ 0984‐35‐1111（内線 290）

■お問い合わせ先：えびの市立病院
☎ 0984‐33‐1023

◎病院業務量
（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日）

病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 7,200 人
外来患者数・・・・・・・　延べ 23,009 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　39.3 人
外来１日平均（土曜含）・・・・・153.4 人
外来１日平均（土曜除）・・・・・184.1 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 971,061,000 521,649,310 521,649,310 53.7

医業収益 936,515,000 488,215,576 488,215,576 52.1

医業外収益 34,545,000 33,433,734 33,433,734 96.8

特別利益 1,000 0 0 0.0
収入の医業収益は、入院収益・外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 971,061,000 455,507,892 455,507,892 46.9

医業費用 967,926,000 454,062,172 454,062,172 46.9

医業外費用 2,934,000 1,445,720 1,445,720 49.3

特別損失 1,000 0 0 0.0

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：円］

支出の医業費用は、給与費、材料代経費等。医業外費用は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高　6,054 万円

水道事業 病院事業

　

平
成
20
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
平
成
20
年
９
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
99
億
３
，

２
４
１
万
５
千
円
（
対
前
年
度
同
期
比
６
・
４
％
減
）
で
、
こ
の
ほ
か
に
平
成
19
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
で
あ
る
街
路
事

業
（
え
び
の
中
央
線
ほ
か
２
線
）
等
が
、
７
，
７
３
８
万
７
千
円
あ
り
、
合
計
で
１
０
０
億
９
８
０
万
２
千
円
（
対
前
年

度
同
期
比
６
・
７
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、平
成
20
年
９
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、51
億
８
，５
７
０
万
２
千
円
で
収
入
済
率
51
・
８
％
、

支
出
済
額
は
37
億
２
，
６
５
２
万
１
千
円
で
支
出
済
率
37
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額
国民健康保険特別会計 3,667,783 1,341,418 3,667,783 1,494,988

老人保健特別会計 649,166 234,307 649,166 336,394

観光特別会計 37,649 18,133 37,649 22,895

介護保険
特別会計

保険事業勘定 2,727,846 1,304,330 2,727,846 1,045,008

介護サービス事業勘定 16,286 6,550 16,286 6,049

後期高齢者医療特別会計 527,087 65,775 527,087 186,510

合　　　計 7,625,817 2,970,513 7,625,817 3,091,844

区　　分 現　在　高 前年同期残高
一般会計 8,523,874 9,130,049
水道事業会計 862,254 1,012,513
病院事業会計 60,540 104,594

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

1,460,662
529,581（36.3％）

3,259,175
1,095,785（33.6％）

1,367,463
624,498（45.7％）

817,172
345,166（42.2％）

788,205
239,874（30.4％）

５億 10億 15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

民生費

総務費

公債費

教育費

土木費

その他

農林水
産業費

衛生費

20 億

872,234
287,256（32.9％）

570,095
168,502（29.6％）

～ 市
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す

市の財政事情については、市民の皆さんに理解していただくために、毎年５月と 11月に公表しています。
今回は、平成 20年度上半期の予算の執行状況（４月１日から９月 30日まで）について公表するものです。

■一般会計
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。

■特別会計
特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、観光などがこれに該

当します。

■地方交付税
地方税などの自主財源だけでは財
源が足りない地方自治体に対して

国が交付するお金のことです。

■国庫支出金
国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。

■市債
市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。

■公債費
市債を返還するための経費のこと
です。

■お問い合わせ先
市財政課経営分析係
☎ 0984‐35‐1111（内線 382）

用 語 説 明

広報えびの　89　ebino　city　public　relations.　2008.11

874,796
435,859（49.8％）

歳入

1,810,549
1,081,299（59.7％）

3,677,424
2,805,287（76.3％）

1,102,515

629,662
0（0.0％）

576,214
13,500（2.3％）

５億10億15 億

予算現額（千円）
収入済額（千円）

地方
交付税

市税

国庫
支出金

県
支出金

繰越金

その他

市債

繰入金

20 億

776,514
146,762（18.9％）

338,643
338,643（100.0％）

～
1,098,281

408,920（37.2％）

391,291（35.5％）

※グラフは、それぞれ平成 19 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧
　費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び
　手数料、財産収入、諸収入などです。
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News　&　Topics
01

◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

03 02
小林ひまわり基金法律事務所が開設

頼もしい法律事務所が開設されました
宝くじの助成で市内５か所に遊具を設置

子どもの健康と体力増進を
宮崎ハーブ牛共進会・第６回宮崎県肉畜共進会

共進会で好成績を収めました

広報えびの　1011　ebino　city　public　relations.　2008.11

。。

■お問い合わせ先
市福祉事務所子育て支援係（内線 267・269）

■お問い合わせ先
市畜産農林課畜産振興室（内線 227・228）

　

宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
共
進
会
が
、
10

月
18
日
に
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株
式

会
社
（
熊
本
県
錦
町
）
で
、ま
た
、

第
６
回
宮
崎
県
肉
畜
共
進
会
が
、

10
月
28
日
に
ミ
ヤ
チ
ク
高
崎
工
場

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

え
び
の
市
か
ら
も
多
数
の
出
品
が

あ
り
、
最
優
秀
賞
や
優
等
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

〈
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
共
進
会
結
果
〉

【
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
部
門
】
◎
最
優

秀
賞
▽
永
吉
喜
宏
（
高
野
）
◎
優

秀
賞
▽
重
冨
輝
夫
（
尾
八
重
野
）、

原
屋
敷
昭
治
（
南
原
田
）
◎
優
良

賞
▽
前
原
義
信
（
出
水
）

【
交
雑
種
部
門
】◎
優
秀
賞
▽
原
屋

敷
昭
治（
南
原
田
）、永
吉
哲（
高
野
）

〈
宮
崎
県
肉
畜
共
進
会
結
果
〉

【
第
１
部
和
牛
枝
肉
部
門
】
◎
優

等
賞
▽
橋
口
誠
也
（
東
原
田
）
◎

壱
等
賞
▽
有
留
あ
や
子
（
湯
田
）

◎
弐
等
賞
▽
松
下
啓
紀（
上
向
江
）

【
第
２
部
肉
豚
枝
肉
部
門
】◎
壱
等

賞
▽
稲
泉
元
司
（
尾
八
重
野
）
◎

弐
等
賞
▽
山
口
孝
志（
尾
八
重
野
）

（
敬
称
略
）

※
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

稲
刈
り
・
わ
ら
収
集
も
終
わ

り
、
こ
れ
か
ら
た
い
肥
を
田
畑
に

散
布
す
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
散
布
後
の

悪
臭
に
よ
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。た
い
肥
散
布
後
は
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
耕
起
す
る
よ

う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
の
は
、
八
幡

丘
公
園
と
矢
岳
高
原
ベ
ル
ト
ン

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
「
ト
ラ
イ

ア
ル
ラ
ダ
ー
（
多
方
向
型
う
ん
て

い
）」、
真
幸
出
張
所
別
館
北
側
と

飯
野
駅
前
公
園
に
「
さ
く
ら
ん
ぼ

ち
ゃ
ん
（
す
べ
り
台
）」、
光
が
丘

公
園
に
「
か
ば
く
ん
」
で
す
。

　
「
さ
く
ら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
」
は
、

滑
面
に
、
静
電
気
が
起
こ
り
に
く

い「
超
高
分
子
量
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
」

を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

遊
び
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

育
み
、
体
力
向
上
に
も
役
立
つ
す

べ
り
台
で
す
。

　

真
幸
出
張
所
別
館
北
側
に
設
置

さ
れ
た
「
さ
く
ら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
」

で
は
、
真
幸
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
何
度
も
何
度
も
す
べ
っ
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

　

真
幸
保
育
園
の
玉
村
敏
郎
園
長

は
、「
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
遊

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
遊
具
で
た
く

さ
ん
遊
ん
で
心
も
体
も
丈
夫
な
子

ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

八
幡
丘
公
園
や
光
が
丘
公
園
、

矢
岳
高
原
ベ
ル
ト
ン
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
、
市
内
５
か
所
の
児

童
遊
園
地
等
に
、
こ
の
ほ
ど
遊
具

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
の

「
平
成
20
年
度
児
童
の
遊
び
場
に

遊
具
を
贈
る
事
業
」
の
助
成
を
受

け
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
遊
具
を
贈
る
こ

と
で
子
ど
も
に
健
全
な
遊
び
を
与

え
、
子
ど
も
の
健
康
と
体
力
を
増

進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
治
宝
く

じ
の
普
及
と
宣
伝
の
た
め
に
実
施

真幸出張所別館北側に設置されたすべり台「さくらんぼちゃん」。

■お問い合わせ先
市市民課生活環境係（内線 285・286）

産
相
続
、
時
に
は
刑
事
事
件
な
ど

も
仕
事
に
含
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

借
金
の
問
題
を
例
に
、
弁
護
士

が
ど
の
よ
う
に
し
て
借
金
問
題
に

取
り
組
む
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

借
金
問
題
の
解
決
に
は
、
三
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
任
意
整
理
」
で

す
。
こ
れ
は
、
弁
護
士
が
借
手
の

代
理
人
と
な
っ
て
消
費
者
金
融
と

支
払
方
法
に
つ
い
て
交
渉
す
る
も

の
で
す
。
弁
護
士
が
入
る
と
、
消

費
者
金
融
か
ら
の
取
り
立
て
は
止

ま
り
、
交
渉
に
よ
っ
て
は
、
借
金

が
減
額
さ
れ
た
り
無
利
息
で
の
分

割
支
払
い
が
認
め
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
自
己
破
産
」で
す
。

こ
れ
は
、
裁
判
所
を
利
用
し
て
行

う
手
続
き
で
、
人
生
の
再
ス
タ
ー

ト
を
き
る
こ
と
が
で
き
る
国
が
認

め
た
制
度
で
す
。
高
価
な
物
品
を

持
っ
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
を

売
却
し
て
債
権
者
へ
の
返
済
に
あ

て
ま
す
が
、
売
却
す
る
も
の
が
な

く
、
返
済
で
き
な
い
金
額
に
つ
い

て
は
支
払
わ
な
く
て
よ
い「
免
責
」

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す

（
例
外
的
に
認
め
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
）。
弁
護
士
は
、
依

頼
者
が
裁
判
所
に
破
産
申
立
て
を

す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
個
人
再
生
手
続
」

で
す
。
こ
れ
は
、
自
己
破
産
と
同

様
に
裁
判
所
を
介
し
て
行
う
手
続

き
で
、
借
金
の
一
部
を
３
年
間
で

分
割
し
て
支
払
い
、
残
り
の
借
金

が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
制
度
で

す
。
で
す
か
ら
こ
の
制
度
は
、「
任

意
整
理
」
と
「
自
己
破
産
」
の
中

間
的
な
制
度
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
弁
護
士
は
、
裁
判
所
に
再

生
手
続
き
の
申
立
て
を
す
る
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

　

借
金
問
題
に
限
ら
ず
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
当
事
務
所
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。何
か
、

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

【
相
談
料
】
30
分
４
，
２
０
０
円

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

☎
０
９
８
４
‐
22
‐
０
０
５
５

宮崎ハーブ牛共進会で最優秀賞を受賞した永吉喜宏さん。

橋口誠也さんが出品
し優等賞を受賞した
枝肉。

　

え
び
の
市
民
の
皆
さ
ん
初
め
ま
し

て
。
こ
の
た
び
、
小
林
市
に
開
設
さ
れ

た
小
林
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
に

赴
任
し
ま
し
た
弁
護
士
の
安
里
学
（
あ

さ
と
ま
な
ぶ
）
と
申
し
ま
す
。

　
「
こ
の
『
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務

所
』
と
は
何
だ
ろ
う
？
」
と
思
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
、
弁
護
士

が
い
な
い
地
域
に
事
務
所
を
開
設
す
る

た
め
に
「
ひ
ま
わ
り
基
金
」
と
い
う
基

金
を
用
意
し
、
こ
の
「
ひ
ま
わ
り
基

金
」
の
援
助
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
法

律
事
務
所
で
す
。
宮
崎
県
内
で
は
、「
日

南
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」、「
日

向
入
郷
地
区
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務

所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
え
び
の
市
を
含
む
西
諸
地
域
に

も
、
こ
れ
ま
で
弁
護
士
が
い
な
か
っ
た

の
で
、
今
回
、
当
事
務
所
が
県
内
で
三

つ
目
の「
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」

と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
弁
護
士
が
い
な
か
っ
た
の

で
、「
弁
護
士
っ
て
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
す
る
の
？
」
と
い
う
疑
問
を
持
つ
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
弁
護
士
は
、
皆

さ
ん
の
生
活
の
中
で
生
じ
た
法
律
上
の

問
題
を
全
般
的
に
取
り
扱
い
ま
す
。
例

え
ば
、
物
を
買
っ
た
こ
と
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
、
土
地
や
家
の
賃
貸
借
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
、
交
通
事
故
、
離
婚
、
遺

◎
小林市役所

小林市保健センター
（旧保健所）

★

県立小林高等学校
○文

○

国道 221 号線

案内図

小林ひまわり基金
法律事務所

あさと・まなぶ
37 歳／沖縄県出身／平成 18 年に
弁護士登録。以降２年間東京で働
く。趣味はスポーツ観戦、ドライブ。
現在は、都会でためにためた脂肪
を燃焼すべく、おいしい空気を吸
いながらウォーキングに励む。
予約電話番号☎ 0984‐22‐0055

安里　学弁護士

◎小林ひまわり基金法律事務所

一
人
で
悩
ま
ず
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
―
。 ○

宮崎県
小林総合庁舎
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◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］
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グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
の

●　
写
真
／
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
産
の
新

鮮
な
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
「
が

ね
」
で
す
。

　
「
が
ね
」
と
は
「
カ
ニ
」
を
意
味
す
る
方

言
で
、
揚
げ
た
形
が
カ
ニ
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
え
び

の
市
の
代
表
的
な
郷
土
料
理
の
一
つ
で
す
。

か
ま
ぼ
こ
や
天
ぷ
ら
と
一
緒
に
盛
っ
て
祝
い

ご
と
の
席
で
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
米
粉
や
そ
ば
粉
を
使
っ

た
り
、
甘
み
に
黒
砂
糖
を
使
っ
た
り
す
る
と

レ シ ピ

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

玉
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
、
旬
の
野
菜
に
小
麦
粉
を
ま
ぶ

し
て
揚
げ
た
も
の
で
、
菜
種
油
で
揚
げ
て
風

味
を
良
く
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。
味
付
け
は

砂
糖
に
塩
と
シ
ン
プ
ル
。
素
材
の
う
ま
味
を

引
き
出
し
た
素
朴
な
味
わ
い
で
す
。

　

え
び
の
市
の
郷
土
料
理
「
が
ね
」。
皆
さ

ん
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
は
「
が
ね
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
さ
っ
そ
く
作
っ
て
郷
土

料
理
「
が
ね
」
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

12月２日（火）午後６時～

え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

鶴
田
き
よ
子
　

さ
ん

r e c i p e

【材料（10個分）】
●玉ネギ（1/2 個）●ニンジン（中
1/2 本）●サツマイモ（中 1/2 本）
●カボチャ（1/10 個）●塩（２
つまみ）●小麦粉（80 ㌘）●砂
糖（25 ㌘）●卵（１個）●水（適
量）●菜種油（適量）

【作り方】
❶玉ネギ、ニンジン、カボチャ、
サツマイモは千切りにする。❷
❶に砂糖をまぶしてよく混ぜる。
❸卵を割ってほぐして、小麦粉、
塩を加えて衣を作る（衣がかた
い場合は水で調節する）。❹❸に
❷の野菜をざっくり混ぜて、中
温でゆっくり揚げる。

えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino
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イルミネーション点灯式

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

【点灯期間】12月２日（火）～平成 21年１月 12日（月）
【点灯時間】午後６時～午後 11時
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自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば れ 自 会治

「少しでも市の発展、社会福祉に貢献できれば」と福田さん。右の写真は大会後、ＮＰＯ法人えびの福祉作

業所の櫛山義正理事長（左）に寄附金を贈る福田会長（右）。

「

◎
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
市
民
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

地域の新たな伝統行事として定着。

　

大
明
司
地
区
は
、
市
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
東
西
約
３
㎞
に
わ

た
っ
て
国
道
２
２
１
号
線
沿
い
に

集
落
を
形
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

当
地
区
は
肥
よ
く
な
水
田
に
恵
ま

れ
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
が

基
幹
産
業
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
少
子
・
高
齢

化
の
進
行
に
伴
い
、
後
継
者
不
足

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に

お
い
て
、
そ
の
対
策
が
大
き
な
課

題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
も

Y o s h i n a k a 　N a g a i

大明司自治公民館長
永井義仲さん

世代間交流等地域
活性化を目指して

と
、
当
地
区
で
は
、
住
民
の
親
ぼ

く
お
よ
び
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
毎
年
、
秋
分
の
日

に
川
鶴
公
園
（
川
内
川
河
川
敷
）

で
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
お

よ
び
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
、
さ
わ
や
か

な
秋
空
の
下
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
住
民
が
一
堂
に
集
い
、
親

ぼ
く
を
深
め
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
部

で
は
、
女
性
の
部
・
壮
年
の
部
・

青
年
の
部
合
わ
せ
て
22
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
各
部
、
分
区
対
抗
に

よ
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
る
と
と
も

に
、
世
代
間
交
流
が
深
め
ら
れ
、

今
回
も
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
今
年
で
23
年

目
を
迎
え
、
地
域
の
新
た
な
伝
統

行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
、

地
域
性
を
生
か
し
な
が
ら
活
性
化

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（大明司自治公民館）

ミニバレーボール大会は、

今回から研究会の研究内容を
紹介します。まず、研究会

を三つの班に分け、三つのテーマ
で意見を出し合い研究しました。
一つ目のテーマは「市民から見て
行政のどこが問題か」。１班と２
班から出た意見を紹介します。
●情報の提供が少なく、行政と同
等の情報を市民が得る機会がない
●市民の問題意識と職員の問題意
識が異なっていて共通の問題意識
を抱えていない●まちの意思決定
の過程が不明瞭で、どこで何が決
まっているのか実感がない●診療
科などの情報が少なく病気の時に

どこに行ってよいか分からない●
市民が日常生活の中で行政の必要
性を感じる機会が少ない●市役所
が遠い印象●横のつながりがな
いために窓口で市民が動かされ、
サービスを提供しているという感
覚を感じない時がある●効率的に
運営されている印象が少なく無駄
が多いように感じる●税の公平な
収納が行われているのか不満で、
納税組合の復活の必要性を感じる
●市民が何を困っているのか認識
が薄い●対応が遅れる理由が分か
らない●行う事業が中途半端で終
わることが多い●公平な姿勢であ

るか疑問●臨機応変でない
　これらの意見を見てみると、市
役所の情報を分かりやすく市民に
伝えることの必要性や、市の対応
の姿勢に疑問を持った意見が多い
ことを感じます。
　市民手作りの条例とするため、
これらの意見は、項目ごとに分類
し、条文に反映させていきます。
　次回は第３班の報告と、各班か
らの発表により研究会がまとめた
内容をお知らせします。

　みんなでつくろう！　えびの市の「憲法」

まちづくりの条例市民研究会
えびの市内の各種団体 45 団体から成る「えびの
市元気なまちづくり市民会議」内に、昨年３月
に設置され、老若男女 19 人で研究を続けている。
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E B I N O N O H I T O

福田正一さん

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
ゴ
ル

フ
愛
好
者
の
交
流
を
深
め

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
市
の
発
展
、

社
会
福
祉
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
え
び
の
市
市
長
杯
ゴ
ル
フ
大

会
の
会
長
を
務
め
る
福
田
正
一
さ

ん
（
京
町
区
）
で
す
。

　

同
大
会
は
、
毎
年
、
６
月
と
11

月
の
年
２
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
年
で
16
年
目
。
毎
回
、
参
加
者

か
ら
寄
付
を
募
り
、
福
祉
団
体
等

に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
８
日
に
、
熊
本
県
人
吉
市

で
第
32
回
目
の
大
会
が
行
わ
れ
、

大
会
に
は
、
過
去
最
高
と
な
る
29

チ
ー
ム
１
１
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
協
賛
を
い
た
だ
い
た

企
業
も
38
社
と
過
去
最
高
。「
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
多
く
の
協

賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
大

会
役
員
の
竹
下
清
人
さ
ん
が
34
社

も
協
賛
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
き

た
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
会
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い

た
協
賛
各
社
に
も
、
深
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
大
会
は
大

Syouichi　Fukuda

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
」
と
福
田

さ
ん
。
ま
た
、
寄
附
の
贈
呈
を
受

け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
び
の
福
祉
作

業
所
の
櫛
山
義
正
理
事
長
は
「
皆

さ
ん
の
善
意
を
通
所
者
の
た
め
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
ス
コ
ア
が
い
い
日
も
あ
れ
ば

悪
い
日
も
あ
り
ま
す
。
毎
回
わ
き

ゴルフを通して市の発展
社会福祉に貢献していきたい

あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
も
い
い
で
す
よ
。

多
く
の
市
民
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
ゴ
ル
フ
歴

39
年
の
福
田
さ
ん
。
さ
ら
に
同
大

会
へ
の
参
加
者
が
増
え
、
市
の
発

展
、
社
会
福
祉
に
貢
献
す
る
大
会

と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
期

待
し
て
い
ま
す
。

ふくだ・しょういち／ 68 歳／京町区／
会社役員／えびの市市長杯ゴルフ大会
の会長、商工会のゴルフ大会の運営委
員長を務める。趣味はもちろんゴルフ。

Syouichi　Fukuda
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青
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
作
業
に
打
ち

込
む
皆
さ
ん
。「
や
ま
び
こ
会
」
の
皆

さ
ん
で
す
。
同
会
は
、
飯
野
小
学
校
の

児
童
の
た
め
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境

の
整
備
お
よ
び
児
童
の
健
全
育
成
に
力

に
な
り
た
い
と
発
足
し
、
今
年
で
８
年

目
を
迎
え
ま
す
。
同
校
の
保
護
者
45
人

が
会
員
と
な
っ
て
、
鉄
塔
や
遊
具
の
ペ

ン
キ
塗
り
、
噴
水
塔
の
清
掃
な
ど
、
児

童
た
ち
が
で
き
な
い
作
業
を
中
心
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
会
長
の
稲
村
豊
さ
ん
は
「
色
ん

な
職
業
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
色

ん
な
知
恵
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
（
社
）
え
び
の
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
約
１
０
０
人
が
、
10
月

17
日
に
永
山
公
園
と
文
化
セ
ン
タ
ー
の

草
払
い
作
業
を
、
10
月
21
日
に
は
、
美

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
草
払
い
作
業
と
せ

ん
定
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
利
用
し
て
い

る
所
を
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
き

れ
い
に
し
よ
う
と
、
ま
た
同
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
１
８
３

人
の
会
員
が
い
ま
す
。
事
務
局
長
の
田

邉
宗
廣
さ
ん
は
、「
さ
ら
に
多
く
の
方

に
会
員
と
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
10
月

25
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
海
外
の
青
年
た

ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
仮
装
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
み
な
が
ら
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

市
内
の
小
学
生
や
外
国
青
年
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
自
宅
で
仮
装
し
て
き
た
児

童
た
ち
は
、
お
化
け
屋
敷
や
ミ
イ
ラ
作

り
な
ど
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ら
で
は
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、「
衣
装
が
気
に

入
っ
て
ま
す
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

美化センター周辺の木をせん定する会員。

黙々と飯野小学校校庭の草刈り作業を行うやまびこ会の会員。

外国青年とゲームを楽しむ児童たち。

　

秋
季
え
び
の
観
光
祭
が
、
10
月
26

日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
市
内
外
か
ら

約
１
万
人
も
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

観
光
祭
で
は
、
洋
服
や
雑
貨
な
ど
が

た
く
さ
ん
並
ん
だ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
、
旬
の
野
菜
や
畜
産
物
が
並
ん
だ
物

産
展
、
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
や
魚
の
つ
か

み
取
り
な
ど
、
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
西
側
に
設

置
さ
れ
た
舞
台
で
は
、
池
島
ダ
ン
シ
ン

グ
の
皆
さ
ん
や
園
児
た
ち
が
踊
り
を
披

露
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
舞
台
で
の
催

し
を
楽
し
ん
だ
り
、
買
い
物
や
食
事
を

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
え
び
の
の
秋
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
17
回
田
の
神
さ
あ
の
里
市
民
音
楽

祭
が
、
10
月
25
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
が

実
行
委
員
と
し
て
企
画
・
運
営
を
行
う

市
民
手
作
り
の
音
楽
祭
で
す
。

　

音
楽
祭
に
は
、
園
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
11
の
個
人
・
団
体
約
２
０
０
人
が
出

演
。
園
児
た
ち
に
よ
る
元
気
な
鼓
笛
演

奏
や
音
色
の
美
し
い
ピ
ア
ノ
の
演
奏
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し

た
り
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

出
演
し
た
子
ど
も
は
「
緊
張
し
た
け

ど
う
ま
く
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
楽

し
か
っ
た
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

園児たちも元気な踊りを披露してくれました。

ハンドベルと合唱を披露する子どもたち。

　

え
び
の
市
戦
没
者
追
悼
式
が
、
10
月

30
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
戦
没
者
を
し
の
ぶ
た
め

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
遺
族
な

ど
３
６
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
は
、
え
び
の

市
で
１
，
２
８
７
人
。
追
悼
式
で
は
、

戦
没
者
の
め
い
福
と
世
界
恒
久
平
和
を

願
っ
て
黙
と
う
と
献
花
を
行
い
ま
し

た
。
式
で
、
え
び
の
市
遺
族
連
合
会
の

上
田
隆
道
会
長
は
、「
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
二
度

と
あ
の
悲
惨
な
戦
争
が
く
り
返
さ
れ
な

い
よ
う
、
後
世
に
語
り
継
い
で
い
き
ま

す
」
と
、
１
，
２
８
７
の
御
霊
に
対
し

て
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

遺族の代表などが祭壇に献花を行いました。

　

え
び
の
市
の
公
平
委
員
を
務
め
る
町

田
一
潔
さ
ん
（
水
流
区
）
が
、
全
国
公

平
委
員
会
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
長
年
、
公
平
委
員
と
し

て
公
平
な
人
事
行
政
の
確
立
に
努
め
た

と
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

公
平
委
員
は
、
市
職
員
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
措
置
の
要
求
お
よ
び
市
職
員

に
対
す
る
不
利
益
処
分
を
審
査
し
、
こ

れ
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
を
職
務
と
し
ま
す
。
町
田
さ
ん
は
、

平
成
12
年
３
月
か
ら
公
平
委
員
を
務
め

て
い
ま
す
。
町
田
さ
ん
は
、「
色
ん
な

方
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
表
彰
状
は
私
の
一
生
の

宝
物
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰の報告に市長を訪れた町田さん（中央）。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

仮
装
し
て
国
際
交
流
深
め
る

市
民
手
作
り
の
音
楽
祭

多
数
の
催
し
で
秋
を
満
喫

公
平
委
員
と
し
て
長
年
尽
力

世
界
恒
久
平
和
を
願
う



■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所☎ 0984‐35‐1111

【使用者募集墓地】御仕立山墓地
の３区画（３人分）

【使用資格】えびの市に住所（住
民票）があり、３年以内に墓碑等
を設置する方。

【使用料】１区画 38,000 円（※
使用許可時に徴収します）

【申込方法】市市民課生活環境係
に用意してある申込書に必要事項
を記入の上、期限内に提出してく
ださい。なお、申込書に添付して
ある墓地配置図で、必ず現地を確
認してください。

【申込期限】平成 20 年 12 月５日
（金）
■申込み・お問い合わせ先
市市民課生活環境係（内線 285）

　えびの市次世代を支援する会で
は、25 歳以上の独身社会人を対
象として出会いの場を提供し、え
びの市の次世代を担う若者への支
援を行うため、クリスマスナイト
パーティーを開催します。軽食や
お茶をとりながら交流を深めても
らうものです。多くの参加をお待
ちしています。

【開催日時】平成 20 年 12 月 14
日（日）午後６時受付開始

【会場】グリーンパークえびの
【定員】男性（市内在住者）、女性
ともに 20 人

【参加料】男性：1,500 円　女性：
1,000 円
※申込み方法など、詳しいことは
市福祉事務所子育て支援係にお問
い合わせください。
■申込み・お問い合わせ先
市福祉事務所子育て支援係
（内線 269）

　市国際交流センターで募集して
いるクリスマスキャンプの日程
が、講師の都合により変更となり

ました。海外のクリスマスの雰囲
気を楽しみながら国際感覚を身に
付けてみませんか。

【開催日時】平成 20 年 12 月 20
日（土）の午後１時～ 21 日（日）
の午前 11 時

【会場】市国際交流センター
【対象】市内の小学４年生～６年
生　30 人

【講師】クリスティーナ・ラ・ロ
ッカ氏ほか外国青年

【内容】クリスマス行事・簡単な
英会話・軽スポーツ

【参加料】2,500 円（食事代含む）
【申込方法】電話で市国際交流セ
ンターに申し込んでください。

【申込期限】平成 20 年 12 月８日
（月）
■申込み・お問い合わせ先
市国際交流センター
☎ 0984‐35‐3211

　小林高等職業訓練校では、１月
からパソコン教室（有料）を開催
します。つきましては、12 月か
ら受講生を募集します。

【講座】
①ワード初級講座（夜６回コース）
②パソコン・デジタルカメラ初級
講座（昼８回コース）
※ただし、５人未満の場合は実施
できません。

【会場】小林高等職業訓練校
【申込受付期間】平成 20 年 12 月
１日（月）～平成 21 年１月９日

（金）
※日程、内容、費用など、詳しい
ことは下記の訓練校までお問い合
わせください。
※訓練校の見学もできますので、
お気軽にお越しください。
■お問い合わせ先
小林高等職業訓練校
☎ 0984‐23‐6800

　15 年ぶりに木下大サーカス宮
崎公演が行われます。

【公演期間】平成 20 年 12 月 13
日（土）～平成 21 年２月３日（火）

（実公演 56 日間）

ＡＥＤの設置について

10 月の活動状況 火災 1件 年計 16 件
［えびの消防署管内］ 救急 53 件 年計 559 件

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）は、従来から救急
車には設置されていましたが、今回、えびの消防署
庁舎内にも備え付けられ、救急出動中の駆け込みに
も対応できるようになりました。
　このＡＥＤは、何らかの原因で、突然、心臓が「け
いれん」を起こし、脈拍を感じなくなった時（心臓
が停止している状態と同じで心室細動といいます）
に、けいれんを取り除き、心臓の動きを再開、また
は心静止させるものです。
　えびの消防署では、ＡＥＤの取り扱い方の指導を
しています。詳しいことはえびの消防署（☎ 0984‐
33‐6119）にお電話ください。

10 月の交通事故 人身 8件 年計 66 件
　発生状況 物件 26件 年計 250 件

　10 月、11 月、12 月は、薄暮時間帯の人身事故が
多く発生します。薄暮時間帯の交通事故を防止する
ためには、反射材の着用が効果的です。
　反射材は、市内の量販店でも販売していますが、
えびの交通安全協会でも取り扱っています。
　交通事故にあわないためにも、薄暮時間帯の散歩、
買い物をする際は、反射材を着用するように心がけ
ましょう。

反射材の着用を！

　平成 20 年工業統計調査が 12
月 31 日現在で行われます。
　調査の実施にあたっては、今年
の 12 月から来年１月にかけて対
象となる事業所へ調査員が伺いま
す。調査票に記入していただいた
内容については、統計法に基づき、
秘密が厳守されますので、正確な
記入をお願いします。
■お問い合わせ先
市企画政策課政策係（内線 322）

　12 月４日（木）から 10 日（水）
は、「人権週間」です。
　1948 年（昭和 23 年）12 月10日、 
パリで開かれた第３回国際連合総
会で世界人権宣言が採択されて今
年で 60 周年を迎えました。国際
連合は、毎年この日を「人権デー」
と定め、国連加盟国に人権擁護に
向けた一層の推進と活動を要請し
ています。
　これを受けて日本でも毎年 12
月４日から 10 日までの１週間を

「人権週間」とし、人権意識の高
揚に努めています。
　下記の日程で人権相談所が開設
されますのでご利用ください。ま
た、宮崎地方法務局都城支局では、
常時、相談に応じています。相談
は無料で秘密は固く守られます。

【相談所開設日時】平成 20 年 12
月 3 日（水）　午前 10 時～午後
３時

【会場】えびの市総合福祉センタ
ー（社会福祉協議会）
◎宮崎地方法務局都城支局での相
談

【相談受付時間】午前９時～午後
４時

【会場】宮崎地方法務局都城支局
（☎ 0986‐22‐0490）
※えびの市での人権相談は、毎月
第１水曜日の午前 10 時～午後３
時まで総合福祉センターで開催し
ています。
■お問い合わせ先
市総務課人権啓発室（内線 350）

　医療法人黎明会えびの共立病院
では、ＢＦＨ（赤ちゃんにやさし
い病院）に認定されたことを記念
し、子育て中の保護者や地域の皆
さんと子育て支援の輪をつなげた
いという思いから、下記のとおり
講演会を開催します。

【開催日時】平成 20 年 12 月 13
日（土）　開場：午後０時 30 分
開演：午後１時～午後３時 30 分

【会場】市文化センター（※託児
も受け付けます）

【入場料】無料
【内容】永山美千子さん（日本母
乳の会会員・ジャーナリスト）、
山内芳忠先生（独立行政法人岡山
医療センター小児科医師）による
記念講演、ママさん交流会
■お問い合わせ先
医療法人黎明会えびの共立病院　
☎ 0984‐37‐1313

　市では、市営御仕立山墓地の使
用者を募集しています。使用を希
望される方は、下記により申し込
みください。なお、申込者多数の
場合は、選考の上抽選となります。

製造事業所の皆さんの
ご協力をお願いします
平成 20年工業統計調査

・お知らせ・

子育てをみんなで
考えてみましょう
ＢＦＨ認定記念講演会

・イベント・
独身社会人の皆さん
に出会いの場を提供

クリスマスナイトパーティー参加者募集

15 年ぶりに木下大サ
ーカスが宮崎で公演
木下大サーカス宮崎公演

・募　　集・

ワード・デジカメ・パソ
コンを学んでみませんか
パソコン教室受講生募集世界人権宣言の採

択から 60年です
12月 4日～ 10 日は人権週間

御仕立山墓地の使用
者を募集しています
市営墓地の使用者募集 クリスマスキャンプの日

程等が変更になりました
クリスマスキャンプ参加者募集

【会場】宮崎市塩路市民の森北西
500 ㍍平和リース広場特設会場

（※無料駐車場もあります）
【入場料】
◎一般席前売券：大人 2,500 円、
子ども 1,500 円
◎一般席当日券：大人 2,700 円、
子ども 1,700 円
※指定席は別途料金がかかりま
す。
※子どもは満３歳から中学３年生
までです。

【主なプログラム】ライガーミラ
クル世界猛獣ショー、夢のダブル
空中ブランコショー、かわいい象
さんのショー、日本の秘芸足芸は
しご曲乗り、ロシアン空中アクロ
バットショーなど
※詳しいことは下記にお問い合わ
せください。
■お問い合わせ先
木下大サーカス宮崎公演事
務局　※ 12 月８日まで→
☎ 0985‐29‐0333
※ 12 月８日以降→
☎ 0985‐39‐0333
〈ホームページアドレス〉
http://www.kinoshita-circus.co.jp

広報えびの　1819　ebino　city　public　relations.　2008.11



掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

く ら し の メ モ

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

現在、特定健診（40 ～ 74 歳）が実施されてい
ますが、皆さんは受診しましたか？特定健診

では、内臓脂肪の蓄積状態をみるために、腹囲（へ
そ周り）測定を行います。その腹囲が男性で 85 ㎝、
女性で90㎝以上の人は内臓脂肪が多い状態ですが、
これに高血圧、高血糖、脂質異常症（高脂血症）な
どが重複している状態をメタボリックシンドローム
といいます。この状態をそのままにしておくと、生
活習慣病につながってしまいます。ここで、チェッ
クしてみましょう。
〈内臓脂肪をためてしまう生活習慣〉
●満腹になるまで食べる●残り物をつい食べる●野
菜・海藻・きのこをあまり食べない●甘い飲み物を
飲む●炭水化物の重ね食い（ご飯とめん類など）を
する●間食をよくする●夕飯が遅く、食べる量が多
い●アルコールをよく飲む●運動不足である●タバ
コを吸う
　皆さんの生活習慣はいかがですか？これらをすべ
て変えるのは難しいことですが、何か一つからでも

始めてみませんか！それでも「つい食べ過ぎてしま
う」、「つい飲んでしまう」という方は、「お菓子を
目に付くところに置かない」、「ビールやジュースは
飲む分だけを冷やす（予備を置かない）」など、ま
ずここから始めましょう。また、「運動は苦手」と
いう方は、「駐車場では車を離れたところに止める」、
「普段の歩行を少し急ぎ足で行う」など、生活活動
を意識して運動量を少し増やすだけでも効果があり
ます。たまりにくく落ちにくい「皮下脂肪」に比べ、
つきやすく落ちやすいのが「内臓脂肪」だからです。
　腹囲１㎝は体重約１㎏に相当します。１か月で腹
囲１㎝を減らすには、１日 240kcal の消費が必要で
す。まず、できることから始めませんか。

気に笑
って

健康
え び の

『「福」に憑
つ

かれた男』
喜多川泰／著

この物語では、主人公にとって望ましく
ないできごとが次々と起こります。こ

の本を読む人の中にも、それほど深刻では
なくても、仕事や生活に対する心配ごとの
一つや二つ、だれにでもあるはずです。でも、
それはあなたに憑いている福の神が、あな
たにもたらしたできごとかもしれません。
逆境を乗り越え、願いを実現するために知
るべき「ヒミツ」がここに記されています。

（総合法令出版株式会社）
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流
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い
つ

も
よ
り
少
し
早
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
五
日
目
に
辺
り
を
窺
う
か
が
う
よ
う
に
、
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
ぴ
り
青
い
も
の
が
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
世せ
ち
が
ら

知
辛
い
世
の
中
に
よ
う
こ
そ
！
な
に
か
励
ま
さ
れ
、
癒い
や

さ
れ
る
水
仙
物
語

で
す
。

　
　
　
　

こ
と
ば
（
Ⅰ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
野
麓
区
　
友
清
や
す
こ

こ
と
ば
　
な
ん
て

本
当
は
全
部
伝
わ
ら
な
く
て
も

い
い
の
か
も
し
れ
な
い

こ
と
ば
　
に
な
ら
な
か
っ
た
思
い
は

汲く

み
と
っ
て
も
ら
う
の
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い

　
　
　
　
こ
と
ば
（
Ⅱ
）

話
し
た
半
分
よ
り

話
せ
な
か
っ
た
残
り
の
半
分
の
方
が

本
当
は
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
な
の
で
す

こ
と
ば
を
い
く
つ
も
重
ね
る
よ
り

だ
ま
っ
て
微
笑
ん
で
い
た
方
が

よ
か
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る

結婚式で大阪に行ってきました。大阪は初めてだった私
は、大阪にいる友人に案内してもらおうと連絡をとり、

大阪の各名所を案内してもらいました。その友人はえびの
市の西内竪区出身で、会社員として仕事をがんばっていま
す。真幸棚田での田植えや稲刈り交流会の様子など、ふる
さとえびのの話をすると、とても懐かしそうに聞いてくれ
ました。また、えびの市心のふるさと寄附金に「ぜひ協力
したい」と言ってくれました。「離れていてもふるさとのこ
とが気にかかり、大切に思ってくれているのだなあ」と、
とてもうれしく思いました。　　　　　　　　　　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自じ
ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

■中原栄養士（健康保険課）

セットで契約する②地震保険の契約金額は火災保険の半
分まで③損害の程度は「半損」、「一部損」、「全損」の３
つに分けて保険金が支払われる
◎ケガによる損害に備える傷害保険・・・①病気は保障
されない②死亡、後遺症害、入院、通院などの保険金が
支払われる③通院した日数分の保険金が必ず支払われる
わけではない
◎病気の際の費用に備える医療保険・・・①申込時に健
康状態を正しく記入する②何歳まで保障が続くか確認す
る③入院時の支払い条件を確認する
◎車の事故による損害保険・・・①自賠責保険（強制加入）、
自動車保険（任意加入）がある②自賠責保険で保障され
るのは「他人にケガをさせてしまった」場合だけ③保障
される「損害や金額」を確認する④運転する人が「年齢
条件」などを満たしているか確認する
　保険の内容をしっかり確認して、安心な生活をしまし
ょう。

メタボ解消！できることから始めよう！

『わかりやすい損害保険の入り方』

国民健康保険税　第５期
12 月 1日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,327 人（－ 6人）
　女性／ 11,733 人（－ 5人）
　合計／ 22,060 人（－ 11 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,122 世帯（＋ 3世帯）

（平成 20年 11 月１日現在）

ケガをした時や事故をした時に役立つのが損害
保険ですが、何となくは分かっていても詳し

いことは分からないという方もいるのではないでし
ょうか。保険に入る時は、次のようなことに気をつ
けましょう。
◎契約をする前には・・・①自分で理解、納得でき
るまで説明を聞く②必要な保障内容なのかをよく確
認する③「重要事項説明書」を理解して契約する④
家族や信頼できる人にも相談する
◎契約した後には・・・①保険証券が送られてきた
ら内容の確認をする②引っ越しや車を買い替えたら
保険会社または代理店に連絡する③保険（契約）が
切れる日がいつか確認する
◎火災保険とは・・・①建物と家財は別々に契約す
る②風水害、雪害を保障する保険もある③地震によ
る火災は保障されない
◎地震保険とは・・・①地震保険は必ず火災保険と

転入／ 46 人
転出／ 48 人
出生／ 9人
死亡／ 18 人

バナナ１本（80kcal）、みかん中２個（80kcal）、りんご約1/2（80kcal）、
柿１個（80kcal）※１日に必要な果物の目安量＝約 80kcal
ビール 500ml（200kcal）、ビール 350ml（140kcal）、焼酎（25度）
１合（260kcal）、板チョコ３個（80kcal）、まんじゅう・大福１個
（160kcal）、あめ玉小５個（80kcal）、どら焼き１個（160kcal）、ジュー
ス類 200cc（140kcal）

＊食品のカロリー＊

くらしのアドバイザー：杉元美知子さん（西川北区）
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Furusato-sanpo

め
て
陣
容
を
整
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

明
治
三
七
年
に
日
露
戦
争
が
勃
発
。
工

事
は
一
時
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
後
に
工
事
が
再
開
さ
れ
、
明

治
四
〇
年
九
月
に
は
真
幸
駅
ま
で
完

成
。
残
り
は
最
大
の
難
工
事
で
あ
る
矢

岳
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
間
組
は

矢
岳
側
と
真
幸
側
の
両
方
か
ら
掘
削
を

始
め
ま
し
た
。
多
く
の
事
故
等
も
あ
り

ま
し
た
が
、
難
工
事
を
完
成
さ
せ
、
明

治
四
二
年
一
一
月
二
一
日
に
「
鹿
児
島

本
線
」
と
し
て
全
線
開
通
。
真
幸
駅
付

近
は
地
質
が
悪
く
山
崩
れ
の
災
害
の
た

め
、
ほ
か
の
駅
よ
り
営
業
が
遅
れ
ま
し

た
が
、
明
治
四
四
年
五
月
一
一
日
に
、

宮
崎
県
で
初
め
て
の
駅
「
真
幸
駅
」
が

営
業
開
始
し
ま
し
た
。

明
治
二
二
年
七
月
一
日
に
、
東
海

道
本
線
が
開
通
し
、
政
府
は
門

司
を
起
点
と
し
て
鹿
児
島
に
至
る
鹿
児

島
本
線
を
計
画
。
明
治
二
五
年
に
は
熊

本
ま
で
開
通
さ
せ
、
鹿
児
島
ま
で
を
明

治
三
〇
年
か
ら
向
こ
う
六
か
年
で
完
成

さ
せ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
八
代
か
ら

先
は
、
海
岸
線
と
山
間
線
の
二
線
が
計

画
さ
れ
、
軍
艦
の
射
撃
の
危
険
性
の
な

い
山
間
線
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
八
代
～
人
吉
間
、
鹿
児
島

～
吉
松
間
、
人
吉
～
矢
岳
間
、
吉
松
～

矢
岳
間
に
分
け
て
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
吉
松
～
矢
岳
間
は
、
鹿
児
島
、

人
吉
の
工
事
状
況
、
ま
た
、
終
点
の
吉

松
、
矢
岳
の
基
点
の
移
動
に
よ
り
取
り

残
さ
れ
、
明
治
三
四
年
四
月
に
測
量
が

始
ま
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
真
幸
村
は
、
停
車
場
の
適
地

を
岡
松
の
蓮
花
寺
台
地
と
し
て
鉄
道
作

業
局
に
申
し
出
ま
し
た
。
し
か
し
、
作

業
局
は
地
形
的
な
障
害
で
停
車
場
と
し

て
は
不
適
当
で
あ
る
と
説
明
。
吉
松
を

基
点
に
、
少
し
ず
つ
勾
配
を
上
げ
て
、

山
に
は
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
、
白
河
谷
を

埋
め
立
て
て
標
高
三
七
八
㍍
の
高
地
に

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
転
向
線
を
つ
く
る

と
い
う
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
治
三
六
年
十
月
に
着
工
し
、
こ
の

工
事
を
担
当
す
る
出
張
所
が
溝
ノ
口
地

区
に
置
か
れ
ま
し
た
。
工
事
請
負
は
大

本
組
を
主
軸
に
、
土
工
班
が
柏
原
組
、

ト
ン
ネ
ル
班
が
間
組
、
石
工
班
が
小
林

組
、
そ
の
他
多
数
の
下
請
負
の
組
を
含

「幸せの鐘」があるＪＲ肥薩線真幸駅。

宮
崎
県
内
最
初
の
駅
　
真
幸
駅

121

（
文
／
歴
史
民
俗
資
料
館
・
市
田
陸
奥
雄
）




